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近代デザインの足跡 を尋ねて
藪 亨
今春,近 代 デザ イ ンの足跡 を尋 ねた い との思 いに駆 られ,私 は一 人で旅 立 ち
ま した。 そして,約 三週 間,パ リを振 り出 しにアムステ ルダム を経 て ドイ ツの
諸都市 をまわ りウ イー ンに至 る まで,鉄 道 を乗 り継 ぎなが ら中部 ヨー ロ ッパ を
徊 したのです。 その時の ご報 告 を僭 越 なが らさせていただ きたい と思 い ます 。
まず,パ リでは,ポ ンピ ドゥ ・セ ンターが その超現 代的 な建築物 に呼応 す る
かの よ うにデザ イ ンの展 示 に力 を入 れてお り,ス ライ ドを用 いてデザ イ ンの歴
史 を解 説す るコーナー には多 くの人 々が集 ま り熱 心 に耳 を傾 けてい ま した。 と
はい え,セ ン ター前の広場 で連 日繰 り広 げ られ る騒 々 しくもエ ネルギ ッシュな
大道芸 人の お祭騒 ぎに圧倒 され が ちで あったよ うにも思 われ ます。 そ して,近
代 デザ イ ンに関 す る限 りパ リよ りも ドイツの各 都市 が,そ れ ぞれの独 自性 を前
面 に出 した興味深 い美術館 を持 ってい ま した。 こ と にハ ンブ ル クの 装 飾 美 術
館 は,ア ーツ ・ア ン ド・クラフツ運動 からユ ーゲ ン トシュテ ィルにか けての収
集品 において他 を抜 きん出て お ります。他 ではニ ュル ンベ ルクの ゲルマ ン国立
美術館 が,当 地 の産業 デザ イ ンの指 導 に功績 を残 したペ ー ター ・べ一 レンスの
作品 を中心 に して近代 デザ イ ンに一室 をあてて いたのが 目を引 きま した。 しか
し,特 に近代 デザ イ ンの事象 に焦点 を合 わせて次 々 とユニー クな企 画展 を行 っ
ている新 しい タイプの美術 館 が,ミ ュ ンヘ ンにあ ります。 これは,国 立応 用美
術館 ディ ・ノイエ ・ザ ムル ングです。 今春 には,世 紀 の転 換期 か ら現代 にいた
るまでの商品 ポス ター およびパ ッケー ジ類の展観 によって,グラフィックなデザ
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イ ン ・イメージの近 代 におけ る変遷 を見事 に とらえてい ま した。 ディ ・ノイエ
・ザム ル ングは,デ ザ イ ン事 象 に関心 を抱 くわた した ちに とつ て今後 もっ とも
注 目すべ き美術館 の ひとつで あると思 われ ます。 またベ ル リンでは,グ ロピウ
スの晩年 の作 品で あるバ ウハ ウス ・アル ヒー ブの清 らかな簡潔 さに感銘 を うけ
る とともに,そ の内部 の充実 した展示 物 を前 に して時 のたつの を忘 れ ま した。
それに比べて,同 じよ うにベ ル リンにあ りなが らも ドイツ工作 連盟 ア ルヒーマ
の体裁 と内容の双方 にお け る立 ち後 れ には,今 さ らなが ら奇異 な感 じを受 け ま
した。 しか し,休 館 中 にもかかわ らず,資 料 の閲 覧 を申 し出 ます と,快 よ く迎
え入 れ られたのです。工作 連盟 アル ヒー ブ内 には,多 くの資料類や物 品 が雑然
と山積 されてお り,n後 の整理 ・研究 を待 ちわびて いるかの よ うで した。
さて次 に,現 在 その跡 をとどめてい る ドイツの近 代運動 の成果 につ いて少 し
触 れたい と思 います。 まず ダルム シュタッ トの芸術 家村 の華 や かな美 しさに強
烈 な印象 を受 けま した。折 よ く初夏 の よ うな快晴 に恵 まれ,紺 青の空 を背 に し
て立 ちそび えるユ ーゲ ン トシュテ ィルの個性的 な建 築群 は,当 時の人 々の美的
生 活へ の尽 きない憧 れ を今 なお詩情 豊 かに語 りかけるので した。 これ とは対照
的 に,シ ュ トゥ トガル トの ヴ ァイセ ンホ ーフ ジー ドル ングは,デ ザ イ ンにおけ
る力点 が装飾 美 か らザ ッハ リヒ カイ トへ と転 じた こ とを如実 に示 め してお りま
す 。 これ らの実験的 な集 合住宅 は,今 日の切 りつめ られた一般的住空 間の原型
ともい えるので しょ うが,ダ ルム シュタ ッ トの 自然 と調和 して悠然 と立つ住宅
群 に比べて,あ ま りにも性急 でゆ と りがない との思 い を押 えるこ とがで きませ
んで した。
こ うして各種の美術館 の 中に展 示 された近 代 デザ イ ンの物品 を目前 に見 た と
き,ま た今 なお毎 日の暮 しの中 に生 か され なが らもすで に過去 の遺物 のよ うに
扱 わ れる近代建築群 の傍 らに立 った と き,近 代 デザ イ ンがわた した ちに とって
すで に歴史的対象 とな り,そ の意味 が問い直 されてい ること を,あ らためて実
感 い た しま した。
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